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康 蔵 K6zδ MASAOKA

　妊 娠 す る 琳 内 に 水 が 貯溜 し ， ffmaこ入 る と減
少 す る事 は

， 種 々 の 臨 床 所 見 か らで も容易 に想傾

出来 る の で あ る が ， 余 は 実 際 に妊娠 ， 産褥 に 俘 う

体液量 の 変動 を 研究 し ， 水 の 貯 溜が 妊娠後傘期 に

著明 嚥 融 ・ 入 る と急減 し， し か も そ 囎 減 が 主

と し て 翻 餅 漓 こ よ る 事 ， 並 び に妊娠末期 に於 け

る羂 胞外 液 の 塘加が 単 に 胎児 ，胎盤 ， 羊 水 の み で

な く ，母 体組織間 隙 その もの に貯 溜す る水 に 呑よ

る事を確 認 しtこ1）．　こ の 妊娠 ， 産褥 に 俘 う体澱量
の 変 勁 と軌 を一 に す る もの に は 容 勠 こ胎盤 を 考 え

る 事 が 出来 る が ．胎盤 よ 略 種 の ス テ 。 イ ド ホ ル

モ ン （以 F ホ ル モ ン を ホ と略 す）， ACTH ，性 腺刺
戟 ホ 等 が 証 明 され る 事 は ，沢崎・） 其 の 他 の 業細 こ

よ 朔 らか で 効 ， 又妊娠 中 こ れ らの ホ の 尿 ・圃 ・

泄 が後年 期 rこ 概 して 増量す る事 EVenming
， 沢

崎等 に ょ り明 らか に さ れ て い る．而 し て こ の 時期

に 水 の 貯溜 も著 しい 事 は注 日 か ・ き で 効 ， 妊婦
の 水貯溜現 象 に 対 し胎盤 ホ が 或 る役割を有 す る 事

を示唆す る も の で あ る ．

　 性 ホ の 水 代謝 に 対 す る作用 に 就 て 1ま，古 く よ り

数 々 の 報告 が あ る が ， そ れ らの 殆 ん どは ホ 投 与 に

よ る 尿量或 は 体重 の 変 化を見 tこ S の で
， 実 際 に ホ

投与 に ょ る 体液量 の 変北 を 検討 し た もの と して

は ・ 僅 か に 塚 va・3）， 森 田 4）両氏 の 報告 が あ る だ け

で あ る 。塚 田 氏 の そ れ は 沢崎の 宿 題報告 の一
部 を

なす もの で ・胎盤 よ り証 明 さ れ る ホ の 水 代謝 1こ対
す る態度 を究 明 しt：・9 の で あ る が ， 当時 の 状況 と

し て 体液量 の 測定は 細胞 外液相 の み に 限 られ て い

る ． こ 」 に 於 て 余 は各種 ホ 負荷 に ょ る 水 配分状 態
の 変化 を す べ て 明ら か に す る為 以 下 の 動物 実験を

行 つ †この で あ る．

　　　　　　 第 2 章 実 験 方 法

　 里実験動物並 び に 使 用 ホ ル モ ン

　実験 動物に は環壌 並 び に 食餌を 可 及的 に
・一定 な ら し め

た 鱆 2°°9・ 以 上 の 麟 嬾 嫁 兎 を 用 し・r 鄭 r・ に は

est 「adi ・l　b・n ・・ at ・ （わ ・ホ ノレ モ の ，　P・・9 ・・ter 。 ne （オ

t ホ ル ミ ン ル テ ウ A ）・
test・・ter・ne 　pr ・pi・ nat ・ （・ ・ ナ

ル モ ン ）・m ・thyland ・ Q ・t・nedi ・1 （・ ガ ビ オ の ，
　 ma毛

性腺刺戟 叔 団 ボ ブ ・ ス チ の ，絨毛f±，脳下垂鰭

性臙 戡 ホ （シ ナ ＊ ）ン ）， ACTH
，

。・rti，。。。 （。 ＝ 。

ソ ン ）， イ ン テ レ こ
ン を 用い た．

　 1 ホ 負荷及 び測定 闇 隔

　岡 じ家 兎に 就 て体 液量測定を前後 2 回 行い ， 第 1 回 測

定 の 翌 々 日 よ り連続 5 日間 ホ を負荷 し，そ の 翌 日即 ち第

1 画測 定 よ り7 日 目に 第 2 回測定を 行っ た，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1262 − 8 性 a  性 腺刺戟 ホ ，並 び に混 合 ホ の 水 貯溜作 用 日産 婦
・
轟占9．卷 11 皆

　盟 測　定　1張

全 伽 紛 量 （TBW と 略記）を ア ン チ ・つ ン 漲 細胞

外 液 量 （ECF と 略記） を 囗ダ ン ソ ーダ 注 ，循環 血 漿量

（pv と 略記 ） ・s … ヴ ・ y ス ブ リュ
ー瀛

へ圏
ひ 妙 ・ ト

値 （Ht と略記）を ウ ィ ン ト ・
一

プ 法 ， 血 漿水分量 （PFV

とZZ記） を 黒 田氏 灘 よ 朔 定 し 諦 田胞内 薩 （ICF と

略記 ） は TBW と ECF と の 差 ， 組織間液量 ClsCF と

略記） は £ CF と　PV と の 差 に よ り．循環 血漿量 （BV

と 略記）は PV と Ht よ り算出 し た ．

　 IV 基 礎実．験並 び に 測定操作

　測定 法 に 関す る 基礎 実．験及び 測是 操作 に 就て は 本誌 9

巻 13 号 に 掲載予 定 で あ る の で 省 略ずる．

　 可 例 数 並 び に 統計処 理

　対 照例 ，
・唄 荷例 と も5例宛 行い ，

　 TBW ，
　ICF ・・ECF ・

1。CF の ％ kg
，
　P ▽，　BV は cc ！kg，及 び Ht・PFV の

嶺 荷前後 の 増減を 推計学的に 危険率 5％ で 対照 例 と比

較 した ．表 並 び に 図は すべ て 5例宛 の 平均値を示す ．

　　　　　　　　第 3 章　実 験 成 績

　 第 1 節 対照 （第 1表 ， 第 1r図）

　誤 験 で ぼ約 2。  の 血 液を 必 要 と し 従つ て 家兎 と

し て は大量 の 血液 で あ る の で ，採 血 の 影響 を 見 る為 ， 第

　1 回体液量測定 後 af・ を 負荷 せ ずに 7H 目に 第 2 回測 定を

行 っ た もの で ある ，

　　第 、 回測 定 で ｝M ・TBW ，　ECF ，・CF・PV
・
BV 熟 誕

対量暾 少 し て い る f・・，　％kg
，　cc ！kg・は TBW ，　ECF ・

1。CF で ｝轍 少 し ，
　 ICF で は遡 こ僅か に 増加 し・PV ・

BV に は 殆 ん ど 差 は な い ．こ の 際 ECF ・1・CF の 変化

は能 こで あ る．N ・Ht は 減少 L ，　 PFV は 僅 か に 増加 し

　て い るが ，こ れ．らの 変化 は有意 で な い ．

　　即 ち大 量採 血す る 事 に よ り ， 体液量 は 減 少 し ，
7 日 日

で ｝沫 だ完 全 に
・恢復 して い な い ・而 して こ の 場 合体水 分

嗷 少 は 主 と し て ECF で あり・　 ICF 　 1・こ は 著 変 は な い

よ うで あ る．又 ECF の 中強 い 変化を 示 すの は 1・CF

　で あ り．）PV
」
BV は 殆 ん ど変化 を 示 さ ない ．

　　第 2 節 　性 ホ ル モ ン

　　第 1 第 女 i生ホ （第 1表 ， 第 魍 ）

　　1．estrudiol 　benzoate 　（est ．　benz ．と田各
一9
−
）．

　　！ 口 O．25mg ，0．5mg ，10mtr 宛 負荷 し た ・ 0・2C：皿 9 宛

　で は 対照例 と 差の ない 結果を 得 た ．o ．5mg 宛 に す る と

PV は 絶対蟲 ・・1kg 共 に 増加 し ， 有意 の 差 を 示 し，　Ht

　も亦有意 の 減 少を 承 すが他 の もの は未 だ 有意 の 差を 示す

　 に は至 らない ．
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第　　1 図

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　伽 炉　　尸厂vy．対 照　　躍 ・fiell＝　eSt・　bena　est・benz　　erp9−
．

　　　 　　　　 　　　 　　 5mf
’
　x5 　 YVmfX5　？Pntsxs　　　P・2j■sxs　V・　5ngxi 　ZOmytJ

　 1．Omg 宛 に 増量す る と TBW
，
　ICF

，
　ECF

，
　IsCF ，　PV ，

BV 共 に 絶対量 は 増 加 し，％ kg，　cc ／kg は ICF が 不 変

の 他すべ て 増加 してい る． こ の 際TBW ，　 ECF
，
　 IsCF

，

PV
，　BV の 変化 は 有意で あ る．又 PFV の 増加及 び Ht

の 減少 も有意 で あ る．

　 2．Progestero 聰 （prog ．と 略す）

　 1 日 5mg
，
10rag ，20mg 宛負荷 した ．

’
5エng 宛 の 場 合

対照例 と 差 の ない 結果が碍られ ，10mg 宛 で は 対照例 に

比 し ECF 相 に 稍 戴 渤 ilの 傾向を 見 るが 何 れ も有意 の

差を 示 すに 至 ら ない ．20mg 宛 に 増量す る と．　 TBW ，
ECF

，　IsCF ，　PV ，　BV は 絶対量 ， ％ kg
，
　co！kg 共 に 増加

し ，
ICF は 軽度 の 減少を 示 すが こ の 場 合 ECF ，　PV の

変化 が 有意 で あ る．PFV ，　Ht で は Ht の 減 少 は有意 で

あ る．

　　第 2 項 男 1生 ホ （第 2表，第 2 図）

　　Ltestosterone 　propiOnate （test　prop，と略す）

　　
1 日 2・5mg ，5mg ，20mg 宛 負荷 した ． 2．5mg 宛 で は

対照 例 と 差な く，5mg 宛 に す る と 2．5mg 宛 の 場合 よ り

も稍 々 増加 の 傾向を 見 る が ， 有意 の 差 を 示すに は 至 らな

い ・20mg 宛 に 増量す る と TBW ，　ICF ，　ECT 共 に 絶 対

量は 僅 か に 増加 し ．L「sCF は 僅 か に 減少ずるが ％ kg は

何 れ も有意 の 差 を 示 歩に は 至 らな い ．PV
，
　 BV は 絶対

量 ，cc ！kg 共に 増加 して お り こ れ は 有意 で あ る ．乂

Htl　PFV ，で は Ht の 減少が有意 で ある ．

　 2・methylandrostenediol
（MAS と略す）

　　
1 日 1°皿 9，

2°mg 宛負荷 した ．10mg 宛
一
C・e： PV と

Ht に 有意の 差を 認 め た が ， 他 の もの に は 認 め られ なか

つ た ・20rng 宛 に 増量する と ，
TBW

，
　ICF ，

　ECF ，　IsCF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

PV
・
・BV の 絶対量 は 増加 し ， ％ kg，  1k9 は ICF に 僅

か の 減少が 見 られ る 他 は す べ て 増 加 し て い る ，　こ の 際

TBW ，　ECE 　IsCF ，　PV ，　BV の 変化 は 有意 で ある ．又

Ht
，　PFV で は Ht の 減少が 有意 で あ る ．

　 第 3 項　小 　　　括

est ・　 b・ nz ・・O・5mg ・
・test・・P ・・P、　2C〕mg ，　MAS 　I。皿 9 宛

5 日問負荷 に よ り　PV が 増 加 し，　Prog．20m9 宛 5 日 1爾
負荷す る と ECF ，　PV が 増加 し ，

　est．　benz ．　lmg ，　rvfAS
20mg 宛 5 日間負荷す る と TBW ，　ECF ，

　IsCF ，　PV が

増加 す る． 工CF は対照例 と 比 較する と増 珈 の 傾向を 認

め 得 る が 憮 譜 変 は 見 られ な い ．BV は test．．P・。P．2。

・＃

第 2 表

test ．　 prop ．
2．5mgX5 ．
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“
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　　 1
％ k繭
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前
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齣
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1＼ 「2412i ・45・ 1 
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mg 、　est ．　ben 彫．1皿 g，
　 MAS 　20mg 宛 5 日 間負荷 に ょ り

増 加 し，BV の 増加 した 際k は Ht 減少 し ，　 PFV は

ほ 黛 増加傾向を示 す ．即 ち 性 ホ の 水貯溜 力 は est ．　benz ．

MAS ，　prog．，　test．　prop ．の 順 で あ つ た ．　　　 、

　第 3 節 　性腺刺戟 ホ （第 3 表 ， 第 3 図）

　 1．絨毛性性腺 刺 di　tk

　 ト ロ ホ プ ラ ス チ ン 1 日　20FBU ，40 　FBU ，1QO　FBU

宛負荷 し た ．20 ・FBU ，・40・FBU 宛
‘
C・・e：対照例 と 比 較 し

て 特 別 の 変化 は 見 られ ない が ，
10D　FBV 宛 に 増 量 す る

と TBW ，　ECF ，
　ICF，　IsCF ，　PV ，　BV は 絶対 量 ぱ 何れ

も増 加 す るが ，％ kg
，　cc ！kg は ICF に 軽度の 減少が見

られ る 他 はす べ て 増 加 して い る ．こ の 場 合 TBW ，　ECFi

IsCF ，　PV ，
　BV の 変化は 何れ も有意 で あ る ，又 PFV

の 増加 及 び Ht の 減少も有意 で あ る ．

　 2・絨 毛 性 ， 脳下 垂 体性性腺刺 戟 ホ

　 シ ナ ホ リ ン 1 日 50KE
，
　IOO　KE

，
200 　KE 宛 負荷 し

た ．5Q　KE
，
100 　KE 宛 負荷 で は 著 ase：見 られず 120

°

肥 宛 に 増量する と TBW ，　ECF ，
　 ls。F

・
PV

・
BV は 絶

対量 ， ％kg 或 は CC 隗 共 に 著増 し有意 の 差 を 示 e ・

ICF は絶対量 は 増 hllす る が ，％ kg は却 っ て減 少 し こ の

変化 は 有意 で は な い ，又 PFV の za」jn・Ht の 減 少 も有

意 で あ る．

　 3，小　　　括

　　y ナ ホ リ ン 200KE ，1・ロ ホ プ ラ ス チ ン IOO　FBU 宛

5 日間負荷に ょ り、TBW
，
　ECF ，

　 lsCF，　PV ，　 BV ，　PFV

が 土勸 肓し ，
Ht は 減少す る ．しか し ICF に は 著変 を 見

ない ．

　 簗 4 節 　混 合 ホ （第 4 表 ，第 4 図）

　 生 体 は 単一ホ に よ り左 右 され て い る
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第　　3　 図

卜鰍ぴラ聡 40融 51ρ嫐 冱 シナホリン　〃〃櫛 5 刎 班 塔
20E3Vx5　　　　　　　 50離ヲ5

　 1）　estradiol 　1．Om9 十 prog ，10mg

　　　（市販名 EP ホ 或 は プ ロ ジ オ ー
ル ）

．

　 2） estradiol ．　O．5ni9 ＋ testosterone　 10mg

　　　（市販 名 ボ セ ル モ ン 或 は ビ ス テ ロ ン ）

　 3）　est 。　benz．　O．5mg 一トcortisone 　smg

　 4）　estradiel 　O．25mg 一トpreg，25mg 一トtest。　prop．

　　　2．5mg 一トMAS 　5mg −1一シ ナ ホ リ ン 50　KE 十

　　　ACTH 　Img 十 強 イ　こ／ テ レ ＝ 二／ 3 号 　0、5cc

　以 上 を 1 日量 と し．5 日間負荷．した ，

　 1．estradiol ＋ pro9．

　TBW ，　ECF ，　IsCF，　PV ，
　 BV は 絶対量 ， ％ kg 或 は

ec ！kg 共 に 増加 し て お り，こ の 変化 は 有意 で あ る ．　 ICF

は 絶対量 は 増加 して い るが ％ kg は減少 し ， これ は有意

第 4 表

est7 十 pro9．

ダ

e＄t．十 tesf．

前 後

7，Skgcc 　　　　　　　　　　　　％ コCgccJ
後緇 前

　
後 1後鑑

体 重 1　26，・ 1・・51 ．
li　24・6 「・・2。

est。十 eOrtisone ．
　 est ．十 pro9 ．一トtest．　］

＋ MAS ＋ シ ナ ホ リ 図．
十 ACTH 十 イ ン テ レ i

　 ニ ン

前

　 　 ％ kgcc 　！
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1
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で な く ，
PFV の 増 加 及び Ht の 減少は 有意 で あ る．則

ち egt ．　benz ．1．0皿 g 宛負荷 した 場合 と同 じ変化 で あ る

が ，永 貯 溜の 度 は est ．　benz・の 場合 よ りも強 く．又

prog ．単 独 の 場 合 に 比 し ICF を除ぎすべ て 有意に 変化

す る ．

　 2．estradiol 十 testosterono

　TBW ，　ECF ，
　IsCF，　PV ，　 BV 　は 絶対量 ♪

．
％kg 或 は

cclkg 共に 増加 し有意で あ るが ，
　 ICF の 変化 は 有意 で

ない ．夊 Ht の 減少 ，
　 PFV の 増加 は 有意 で あ る．即 ち

esL 　benz・0・5 皿 9 宛 負荷 した 場 合 に 比 し，　TBW ，　ECF ，

IsCF
，　BV ，　PFV が 有意に 変化 し，　test．　prop ．5mg 宛

負荷 した 場合 に 比 し．ICF を 除きナベ て 有意 に 変化す

る ．

　 3．est ．　benz ．＋ cortisone

　 こ れ ら の ホ を単独 に 使用する と ，
est ．　benz ，で は PV

，

Ht が 有意時に 変化 し，　 cortisone で は P ▽，　BV ，
　Ht，

PFV が 有意 に 変化す る （co 「tisone 及 び ACTH
， 4 ン

テ レ ニ ン の 単独 作用 は 本 誌 9 巻 12 号 に 掲載予定）．

こ れを 同時に 負荷 ずる と TBW ，　ICF ，
　ECF

，
　IsCF，

　PV ，

BV の 絶対量 は 何れ も 増 加 し て い る が ， ％kg　cc／kg
で は ICF ，　II　CF の み 僅 か 乍 ら減 少 して い る ．こ の 場合

TBW
，　ECF ，　PV ，　BV の 増加 は 有意 で あ il　t 又 PFV ，
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インテに ン

Ht の 増減 も有意 で あ る．即 ち est ．　benz ．単独負荷 の 場

合 に 比 し ，
TBW

，
　ECF

，
　BV ，　PFV が 増 力［し ，

cortisone

単独負荷 の 場 合 に 比 し TBW
，
　ECF が増 加 す る・

　4．estradiol ＋ pro9 ．＋ test．　prop ．＋ MAS ＋ シ ナ

　 　 ホ リ ン 十 ACTH 十 イ ン テ レ ＝ン

　 こ れ らの ホ を単独 に 負荷 した場合 ， イ ン テ レ
ニ

ン の み

？V の 増 加 を 来 し ， 他は 何 れ も充分な 変化 を起す事 の 出

来 ない 量 で あ る・こ れ を 同時 に 負荷す る と ICF 以 外 は

す べ て著変 して お りそ の 増減 は 有意 で あ る．即ち こ れ ら

の 単独使用 の 場 合に 比 し，体液諸量 は ICF を除きすべ

て 著増す る ・

　 5．小 　 　 　 括

　 est ．　 benz ．と cortisGne の 混合で TBW ，　ECF ，
　PV

が 増 加 し，そ の 他 の 混 含 で は ICF を 除き体液諸量 は す

べ て 増 加 した ．則 ち 単独使用 で 効果 の あつ た ホ と 効果の

なか つ た ホ を同時 に負荷す る と ， 単独の 場 合 よ りも体液

諸量 の 増加 の 度 は 吏 に 強 くな る．

ac　4 章　考 按

　Thorn
，
　 Nelson5） 等 は 正 常 犬 に 各種性 ホ を投与 し ，

24時 間後 の Na 及 び水 の 排泄量を測定 し ， 標準副腎皮

質 抽 出物 と 比 較 した 結果 ，a −．estradiol 　700
，
　 prog ．400

，

・estrone 　200N300
，　pregnanediol 　l40，　testo＄terQ ロe

8Q，　test ，　prop ．25 の 割 合に Na
， 水 貯溜力を有する事を

報告 し，更 に 正 常 犬 に 対 し ， prog，1〜5mg 　l回注射 で

は 塩類 」水 排泄 に 何 等影響を 認 め な か っ た が ，
5〜20 エng

l 画注射 で Na ，　Ci 及 び水 の 排泄 減少が 起 り， 副腎摘出

勳物 に pro9 ，20mg を注射す る と体電減少を 防ぎ，　Na ，

Cl 及 び 水 の 排泄増 加 を 防止 し得た と云 い ， 又正 常犬 に

対 す る a −estradio15 皿 g 又 は estrone 　15mg の 1 回 注

射 は ，水 ，Na ，
　C1の 著明 な排泄減少を招き ，

test．　prOP ．

25mg の 1 回 注射
’
で は 影響が 見 られ ず ， 125mg の 大量

で は 尿 量減少が 起 り ， 又 副腎摘出犬 に 毎 日 25皿 g ず っ

test．　prop．を 注射 して も 副腎炎落症状を 防ぎ得 な か っ

た と報 告 して い る
6）7）8）．Kaiser　

9
物よ閉経婦入 に prog

’

50 − 100mg を 注射す る と ， 注射，et　2−−3 日尿 量 の 減少が

見 られ る と 云 い ， 塚田氏
s） は 正 常耀 生 ラ

ッ テ に estro −

gen （学 名 の 記載な し） 0．4T 及 び IOO γ，
　prog ．1mg ，

MAS 　 l．5皿 g を 毎 日 注 射 し，48 時間毎 に 尿量を 検討 し

た 結果 ，
estrogen 　OAr で は 尿量 に 変化 は 見 ら れ ず ，

lOOr で は 著減 し ， pro9．1mg で も 著減 しアMAS で も

尿量 は減少す る と報告 して い る・更 に 氏 は 家兎 に 各種 ホ

を 負荷 して ECF
，
　PV の 変動を 検討 した 結果 ，　 est ．

benz．0，25m9 或 は 0．5rn9 宛 5 日間負荷す る と PV
，

ECF 共 に 有意に 増加 し ， prog．2mg 宛 で は変化は 見 ら

れ ず，4mg 宛 で は PV に 稍 々 効果が 見られ ンtest．

proP．2N2 ．5皿 9 宛 で は 著変 は な く，MAS 　20mg 宛 負

荷す る と PV は 有意に 増加 し ，
　 ECF も増加 の 傾向を

見 ，chorionic 　 gonadotr （》Pin 　 30　KE 宛 負荷す る と

ECF ，
　PV は増加傾 向を示す と報告し ， 性 ホ は 何 れ の も

の で も ECF ，　PV の 増加傾向を 示 し ， そ の li．Tで は est ．

benz．が 最も水 貯溜作用 が強 い と 述べ て い る．又森田
4）

氏 は 婦人 に 於て PV 及 び BV 測 定 後 7 日 目 に estregen

と して hexestrol　 5 万単位 ，
　 estradiol 　 dipropionate

smg
」
test．　prop．50rng，　testosterone　 enanthaete 　leO

mg を 投与 した 結果 ，
　 hexestrol 投 与 後 3 時間 の PV

及 び BV は 著増 し ，
estradiol 　 dipropionate 投 与 後 7

日 目で は ，hexestrol に 比 較 すれば 軽度で あ る が PV
，

BV は 増加 し ，
　 test．　prop ．投 与 後 12 時間で は PV

，　B▽

共 に 減少 し ，
testosterone　 onanthaete 投 与 後 7 日目

で は PV ，
　BV 共 に 減少 して い る と報告 してい る ．余 の

家 兎 に 於け る 成績で は ，test．　prop ．2Q 皿 9 ，　 est ，　benz ・

1．Omg を 5 日間負荷す る 事 に よ り PV ．　BV 共 に 増 加 し

た ．即 ち test．　prop．で は反対 の 結果を 得 た の で あ る が ，

教 室 沢崎 ， 石 束等 は 新 集 児 に 男性 ホ を 投 与 した 際 ， 未 熟

児 で は 不 感 蒸泄量 1摂 取液量 （％ ）， 成 熟児で は 尿 量 1摂取

液量 （％ ）が 減少す る事 よ り ， 男性 ホ の 水 貯溜性 を認 め て

お リ
エ0）11） 12），叉 教 室 今井 13） は 種 k の 11生ホ を 家兎 に 投

与 しそ の 電解質代謝 に 及ぼ す影響を 検討 した 結果 ， 性 ホ

は 体内に Na
，
　Cl 貯溜 を 来 す と共 に K の 体外 排泄 を 促

し ， 同時に 尿量 の 減 少 ，体重 の 増 加 傾向を 示 し ， 特 に そ

の 傾向 の 強い もの と して ，
est ．　benz．

，
　test．　prop ．を 挙

げ る事が 出来 る と云 つ て お り，これ らを考 え 合せ る と ，

N 工工
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b

胚

test ，　prop．イこ も水貯溜作用があ る と 云 う余 の 成績は 間

違 い な い と 思 わ れ る ．

　 Pashkisi．i）
，　Selyeエ5）ff　’tよす べ て の 性 ホ に は 程 度 ， 或

は 作用様式 に 多少 の 差 は あつ て も ， 原則 と して 水 と Na

の 貯溜を起 させ る と述 べ て い るが ， 余 も亦陸 ホ が 何れ も

水 貯 溜作用を 有す る 事，及 び そ の 作 用発現 に は
一

定 の 闔

値 が あ る 事 を ほ ゴ 確 め 得 た ．余 の 成績で は 水 貯 溜 力 は

est ．　ben2 ．，　MAS ，prog．，　test．　prop ，の 順を 示 した が ， しか

し これ を 以 て直 ちに 貯溜力 の 強弱を決す る わ け に は行 か

な い ．有 意 の 増加 を 示 し得な か つ た ホ でも，投 与量並 び

に 投与期間 に工 夫を加えれば ， 更 に 著明な水 貯溜 を 来 す

か も知 れ ず ， 又 有意 の 増加を示 した ホ で も投与期間 の 変

化 に よつ て は 違 つ た 結 果 が 出て 来 る か も知 れ な い ．又負

荷 した ホ が ど の 程度 生体に 用い られ た か と 云 う事 も考え

なければな らぬ ．ホ が 完全 な 水溶液 で あ るか ，結晶浮溝液

で あ る か ， 油性 で あ るか ，又 天 然 ホ で あ るか ダ合 成 ホ で

あ る か に よつ て も吸収利 用 の 程度 は 異 る と 思 われ る．又

水 貯溜作用 を発現 させ る に は 大量 の ホ を要 した が ，実際

に 生 体内で 行わ れ て い る事 は ， ご く微母の 水 が 絶えず，1it

中に 入 っ て 来 る状態 と考 え られ ，従 つ て 生 理 的 に 行わ れ

る 機序 と か X る ホ を負荷した場 合 の 機序 と は 必ず しも同

一で ない 事 は 当然椎察 され る．則 ち必要 に 応 じ 必要 量 ホ

が 生 産 され た 場含 と ， 現 在 そ の 生 体 に 必 要 で な い ホ を 負

荷す る場 合 と で は ， 同
一

の 現象即 ち水 の 貯溜 と云 う事を

発魂 させ る為 に は ， 後者 の 方 が遙 か に 大量を要す る で あ

ろ う事 は 容易 に 想像 され る．従つ て ホ を 大量 に 負荷 しな

け れ ば 水 の 貯溜が 認め られ な か っ た事 も理解 し得 る ．

　最近 ホ を混合 して 用い る と 単独使 用 の場 合 よ りも効果

が強い 事 が わ か り ， 臨床面 で 種 々 の混含 ホ が 盛 ん に 使用

さ れ て い る
エ6）17〕」8）1

鳴 KaiSerO） は 閉経婦人 に preg．
ISO 〜LOOmg と test．　prop．75−v250mg を 同時 に 洪射す

．ると ，尿量 の 減 少は prog．単独 の 場 合 よ りも強 くなっ

た と 報告 して い る ．

　余 も亦 単独 で 有意 の 増 加 を 示 す量 に 然 ら ざ る他 の ホ を

混 じ る と ，水 貯溜 の 程度 は 有意 o 増加 を 示 す ホ 単独 の 場

合 よ りも著明とな り ， 叉多種の ホ を 有 意 の 増 加を 示 さ な

い 量 で 混 じ る と，明 らか に 有意 の 差 を もつ て水 が 貯 溜す

る事 を 認め た 即 ち，ホ は 適 当 な配合の 下で は水 代 謝 に 対

し協力作 用 を有す る ，而 して 蛋 白代謝の 面 で は estr （F

gen 　 testosterone ，　MAS ，　gonadotropin は 同化作 用を

示 し ，prog．，　ACTH ，
　cortisone は 異化 作 用を 示 す も の

で あ る 2）．しか る に 水代謝に は これ ら の ホ は 何れ も一定

：した傾 向即 ち水 貯 濳作用を 有す る の で あ り，しか も協力

作用を示す事は 誠 に 興味 潔 い 事で あ る ．

　 扨 て 余 の 成績で ば ホ に よ り水 が 貯溜 した 場 合 ， 増加 し

た水 の 貯瑠場所は 主 と して ECF 相 で あ り，
ICF の 著

変 は 常 に 見 られ なか つ た ．

　 北村EC　！o）） は 体液 量 の 季 節 に よ る 変動 を 研 究 し ，

・夏 季

に は 体液量が 増 加 す る が ，
ICF が最 も強 い 増加 を 示 し，

従 つ て 生 理的 の 体液増 加 は主 と して ICF に よ る もの で

あ る と 報告 し．古 志 谷 氏 等 2エ） は 夏季 に 於け る体液 の

変動 で 最も顕著なの は ECF で あ る と云 つ て い る ．夂

Overman 　？L’）
， 伊藤氏 23） 等 は ECF の み測定 した 結果

夏 季 に は ECF が 著変を 示 す と 述 べ て い る、則 ち生 理 的

の 水 の 増 加 場 所が 主 と して ICF ，　ECF の 何 れ に 依 るか

に 就 て は 相反 した説が あ る．しか し乍 ら 正CF の 使命 と

云 うもの を 考えれば ， 生 理 的 の 水 の 増加 場所 は ECF が

主で あ る と云 う説 の 方 が妥 当 で は な い か と思わ れ る ．

　 叉測定 法 に 関 する問題 で あ るが ， ICF は そ の 量 を 直

接測定 した の で は な く，
TBW と ECF と の 差 よ り算出

した もの で あ る． ア ン チ ピ リ ン 法 に よ る TBW はそ の

絶対量 に は 疑問が あ るが ， その 増減 は 重 水 法 に よ る値 と

よ く
一

致 し
14）

， 従 つ て 正 しい 増減を示すも の と されて

い る．しか し ECF 測定 に 用 い た ロ ダ ン ソ ーダ は LaVi．

et ε s　
25〕

l　Gregersen　2es） セこ よれ ば 多 少 と も赤血 球内 に 入

る と 云 われ ， 従つ て ロ ダ ジ ソ ーダ 法 に よ る ECF は 正 確

な 量 で は な い ．こ の 欠点 の た め 若 し ホ 負荷に よ り細胞膜

が 障碍 され る と す れ ば ， 真 に は ECF に 変動が な か つ て

も ECF が 増量 した と云 う結 果を 得を事に なる が ，実 際

問題 と して 生理的 に 存在す る これ らの ホ に よ り簡単に 細

胞膜が病 的 に 障碍 さ れ る と は 考 え られ ず，従 つ て 永 負 荷

に よ る TBW ，　 ECF の 増 量 は 真 の 増量 と 見 て よい ttあ

ろ う．

　即 ち ホ の 負荷 に よ り TBW が 増加 した 際 ，櫓 加 し た

水 の 貯溜場所 は 主 と して ECF で あ り ， 而 して 生 理 的 な

水 の 増加 と ほ 黛 同様 の もの で あ る と云 い 得 る ．

　次 に BV が 増加 した 場合 ， セV の 増 加 は ほ 冥 それ に

平 行 し，同時 に Ht の 減少，　 PFV の 増 加 が 見 られ る．

則 ち BV の 増 加 は 殆 ん ど PV の 増 加 に よ る もの で あ り，

しか も血漿 自体 の 水含量 は 増加す るの で あ り，従っ て 血

液 は稀釈 され 水血 症 の 状態 を 呈 して 来 る．

余 は 性 弗 醐 黥 戯 内 或 は 種 輌 混含 ホ を家 兎 に 負

荷 した 結果 ，こ れ ら の ホ に 水 貯 溜 作 用 の あ る 事 を 確 認

し ， そ の 水 貯溜状態 に 就 て 考察を加 え た の で あ る が ，然

らば こ れ らの ホ は 如何な る機 序 で 水 の 貯溜 を起す の で あ、
ろ うか ．
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， 並 び に混 合 ホ の ホ 貯 溜作 用 日産婦 誌 9 卷 王1号

　Gaunt 等
27） は 局所因子 を 強調 して ， 牲 ホ に よ る水

の 貯溜 は そ の 面 こ対 して 感受 挫の 大 きい 臓器 組織に 充血

と浮腫．t生変化が 起 り ，
こ 跡 こ水 と Na が 先 ダ貯溜す る

事に よ り起 る と考 え て い る n しか し牛体の 水 調節は水 の

摂取 と 尿量 の 変化 に よ り行 わ れ る の で あ る か ら ，当然腎

機能 が 問題 に な る．

　K10PP 畑 ，　Dean 　29） 等 は 人 に 毎 日 90〜3DOmg の te・

stosterOlhe を 与えて 8〜29 日続け て も ， 腎血漿流量 ，

糸 球 体 濾 過値等腎機能 に 特別 な 変化 は な い と 云 い
，

Sslkurt ：iu） 等 は α
一est．　benz ．を 犬 又 は 正 常 入 に 与 え た

時 ， 齊機 能 に は Klopp 等 と同様特別 な変化は 見出 せ な

い と報告 して い る ．

　しか しな が ら沢崎
S） は 性 vl・　1’こ よ る 下 垂体後葉批利尿

物質 の 分泌 亢進を推定 し，これ を est ．　benz・，　MAS 等

の 腎尿細管再吸収能へ の 影響 ，
ピ ト シ ナ ーゼ 量 の 変動 に

よ り間接 に 証 明 し，次 で 教 縫 松宮 鋤 は 性 ホ の 抗利尿作

用が 下垂 体後葉抗利尿物質 を 介す る 事 を ADS −Virnie

値の 測 定 よ り確 め ，同 じ く新村は 性 ホ の 神経分泌機序へ

の 影 響等 に よ りこれ を 研究中 で あ り ， 性 ホ 或 は性腺刺戟

ホ 等 に よ る 水 貯溜機序 の 解明 の 日は 間近い よ 5で あ る ．

第 5 章　総括並び に結論

　余 は 妊娠 ， 産褥 に 袢 う体液量 の 変動 を観察 し た

結 果 ， 妊 婦 の 水 貯溜現象 に対 す る 胎盤 ホ の 役割を

示 唆 され ， 胎盤 ホ の 水代謝 に 対す る 態度 を究明 す

：る
．
ナこ め

， 胎盤 よ り証 明 され て い る各種 ホ の 中種 々

の 怜 ホ
， 性腺刺戟 ホ

， 及び各種 ホ の 混合物 を家兎

に 負荷 し
，

そ の 水 配分 状態 に 及 ぼ す影響 を検討 し

次 の 結果 を得た ．

　 1）性 ホ
， 性腺刺 戟 ホ は 何 れ も 水貝竈

ζ
溜作用 を 有

す る ．而 し て 性 ホ で は ホ 5n 闇連続投与 ， 翌 日体

液量 測定 と云 う方法 で eSl　
，
　est ．　benz．，　MAS ，　prog ．，

tesち prop．の 順 に 水貯溜力 を 示 し tこ．

　 2）水 が貯溜 し た 時 ，
そ の 水 は 主 と し て ECF に

｝佇え られ・
，
ICF をよ著変 をカミさ な い ・

　 3） ECF 相 で は 先 す・ PV が 増加 し次 で IsCF

が 堆 湘 す る ．

　 4）BV が 増加 し た際 ，　そ の 堀1加 ぱ 殆 ん ど PV

の 塘 加 に よ る も の で あ り血液 は 稀 釈 され る ．

　 5） ホ は 単 独 で 用 い る よ り 2穂或 は そ れ 以上 同

時 に 用 い る方 が 水 貯 溜 力 は 強 い ．即 ち C　tLらの ホ

は 水代謝 に 於 て は協力作用 を有 す る よ うで あ る ．

　即 ち胎盤 よ り 証 明 され て い る こ れ らの ホ が 何 れ

も水貯溜作用 を 有 し
，

し か も適 当な配 合 の 下 で は

水 貯溜 に 協力 作用 を示 す の で あ り ， 従 つ て 妊婦 の

水貯溜 現象 に対 し胎盤 ホ が 或 る 役割 を果 し て い る

事は 疑 い を容 れ得 滋 と こ ろ で あ る ．

　擱 筆 す る に あた り御 懇篤 な 御 揖 導 と御 孟交閲 を賜 っ
・

ナご恩 師 沢 崎教授 に 深謝 し ， 併 包 て 定量 に就 て 御 教

示 ， 御援助を賜 つ た生 化学數室長 谷 川講 師 ， 上 田学

士 ， 実 驗 動物 に 御 便 宜 を賜 つ た 京 都 府立 洛 東 窮 院 金
．

田 技 師 ， 並 び に 水 ル モ ン の 提 供 を 受 け アこ帝 国 臓 器 製

薬 会 社 に感謝 の 意を表 しま す．
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